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）

生産者の手取り除草等の追加的な作業を省きつつ、水田内のナガエツルノゲイ
トウの地上部の生育を抑制し、分布拡大を阻止。

導入により期待される効果

地下まで効く！ナガエツルノゲイトウ防除技術
―まん延を防いで、生産者の負担を軽減―

成果のポイント（ここがスゴい！）
• 水稲移植栽培期間中に使用可能な除草剤18剤について、ナガエツルノゲイトウ

に対する防除効果を検討し、３つの体系処理を開発。
• 開発した除草剤の体系処理を2年間継続すれば、まん延した水田でもナガエツル

ノゲイトウの地下部まで駆除が可能。
• 本技術を活用することで、ナガエツルノゲイトウがまん延した水田での雑草害

を軽減することに加え、水路を介した未侵入場所への分布拡大防止が期待。
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① ナガエツルノゲイトウ
の外観

② 早期栽培地域（千葉県での事例）の水田における
ナガエツルノゲイトウの防除体系

③ 本技術を導入した水田での防除効果

ナガエツ
ルノゲイ
トウの茎
が繁茂

ナガエツルノ
ゲイトウの生
きた茎が水田
の地表面に見
られない。

早期栽培地域（千葉県での事例）月 旬 実証体系の例
処理のタイミング
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